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東北大学大学院医学系研究科 

一般財団法人東北多文化アカデミー 

 

 

 

 

 

 

 

この度東北大学大学院医学系研究科では、平成 26 年 4 月より独立行政法人科

学技術振興機構（以下 JST）が実施している「日本･アジア青少年サイエンス交

流事業」（さくらサイエンスプラン）注の支援を得て、東アジアから 30 名の短期

研修生を受け入れることになりました。なお本事業は、東北多文化アカデミー

（以下 TTA）と連携して行っております。研修生は、中国、韓国、ベトナム、

インドネシアなどの 13 の大学および研究所に所属する大学生、大学院生、若手

研究者など 30 名（女性 21 名、男性 9 名）です。この研修は 8 月 17 日（日）か

ら 10 日間の日程で行われ、研究室実習体験を中心に、東北大学施設見学や被災

地見学などを行います。 

さくらサイエンス 2014 の目的は、アジアの若者に東北大学の東日本大震災か

らの復興状況を見聞してもらい、さらに東北大学の最先端の研究・医療に触れ

てもらうことで、東北大学の研究を担う留学人材の獲得に貢献することです。

また募集をするなかで、アジア諸国には日本での短期研修を熱望する若者が想

像以上に多く存在することがわかりましたので、東北大学大学院医学系研究科

では、今後も JST（さくらサイエンスプラン）の支援を受けながら、アジアの優

秀な若者を対象とした短期研修を継続していく予定です。 

 

つきましては、下記において主な日程および取材対応可能な日時をお知らせ

いたしますので、ご取材の上紙面やテレビ等でご周知していただけば甚幸です。 

日本･アジア青少年サイエンス交流事業 

さくらサイエンスプラン 2014 
 

東北大学大学院医学系研究科で 

東アジアから３０名の短期研修留学生を受け入れ 



 

 

【主な日程について】 

8月 18日（月） 

開会式（医学部 1号館 2階・大会議室）    9:30〜9:50 

オリエンテーション（大会議室）       10:00〜12:00 

施設見学（東北メディカル・メガバンク棟）  13:30〜14:30 

8月 19日（火）～8月 22日（金）研究室訪問 

8月 23日（土）被災地訪問 

8月 25日（月）報告会（6号館講堂） 

【取材可能日について】 

8 月 18日（月）9:00～12:00、13:30～14:30 

※9:00〜9:30および 13:30〜14:30は担当者が取材対応できます。 

※9:30〜12:00の行事の間は撮影のみ可とさせて頂きます。 

8 月 25日（月）9:00～12:00 

 

注．「日本･アジア青少年サイエンス交流事業」（さくらサイエンスプラン）： 

産学官の緊密な連携により、優秀なアジアの青少年が日本を短期に訪問し、未来を担う

アジアと日本の青少年が科学技術の分野で交流を深めることを目指します。そしてアジ

アの青少年の日本の最先端の科学技術への関心を高め、もって日本の大学・研究機関や

企業が必要とする海外からの優秀な人材の育成に貢献することを目的としています。 

詳細（JST）：http://ssp.jst.go.jp/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業対応担当】 

東北大学大学院医学系研究科 

免疫学分野   石井 直人（いしい なおと） 

電話：022-717-8096 

e-mail：ishiin@med.tohoku.ac.jp 

 

東北多文化アカデミー担当者 

留学生支援コーディネーター  青山 文浩 

電話：022-398-5127（東北多文化アカデミー事務所） 

e-mail：fumihiro@tohoku-tabunka.org  

 

【報道対応担当】 

東北大学大学院医学系研究科・医学部広報室 

稲田 仁（いなだ ひとし） 

電話番号：022-717-7891 

ファックス：022-717-8187 

e-mail：hinada@m.tohoku.ac.jp 


